
 

令和４年７月２２日 

文化審議会の答申（登録有形文化財（建造物）の登録） 

１．今回答申された登録有形文化財（建造物）の概要 

新規登録 累 計 

登 録 件 数 １３６ １３，５４６ 

関係都道府県数 ３２ ４７ 

関係市町村(区)数 ６０ １，００２ 

○時 代 別 （件） 

江戸以前 明 治 大 正 昭 和 計 

新規登録 ３７ ３６ ２２ ４１ １３６ 

累 計 ２，４１９ ４，２６７ ２，７４８ ４，１１２ １３，５４６ 

○種 別 （件） 

産 業

交通 
官公 

庁舎 
学校 

生活 

関連 

文化 

福祉 
住宅 宗教 

治山 

治水 
他 計 

1次 2次 3次 

新 規 4 7 15 0 3 5 0 3 63 36 0 0 136 

累 計 123 1,419 1,694 513 240 422 337 463 6,063 1,964 223 85 13,546 

（件） 

建 築 物 土木構造物 その他の工作物 計 

新規登録 １１９ 1 １６ １３６ 

累 計 １０，７５２ ６６４ ２，１３０ １３，５４６ 

文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）は、令和４年７月２２日（金）に開催され

た同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、新たに１３６件の建造物を登

録するよう文部科学大臣に答申しました。 

この結果、官報告示を経て、登録有形文化財（建造物）は１３，５４６件

となる予定です。
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提供：宗教法人四天王寺 

今回の答申における主なもの 

① 奥 州
おうしゅう

街道
かいどう

の歴史的景観を伝える大型養蚕民家 

008 松田家住宅主屋 福島県国見町 明治４３年 

奥州街道の旧貝田
か い だ

宿
じゅく

に位置する大型養

蚕民家。街道側を入母屋造
いりもやづくり

として家の構え

とし、反対側を切妻造
きりづまづくり

で棟に煙出しを設

け、養蚕のための造りとする。大火後の建築

のため軒裏まで漆喰
しっくい

で塗込め、雨戸や戸袋

を鉄板張とし、厳重に防火に備え、独特な外

観を呈する。伝統芸能の発表会を行うなど

活用に取り組む。 

② アントニン・レーモンド設計のモダニズム大規模邸宅

021 旧赤星鉄馬
あかぼしてつま

邸 東京都武蔵野市 昭和９年 

成蹊
せいけい

学園の南に広大な敷地を構えた実業

家の邸宅で、建築家アントニン・レーモンド

の設計。中央で屈曲した東西に長い中廊下

型平面で、連続窓で水平線を強調する。キャ

ノピーを差し出した玄関に、スリットを入

れた曲面壁の階段室を付し、コンクリート

造形の可能性を追求した。 

③ 特異で洗練された松本
まつもと

平
だいら

の彫刻付社殿 

055・056 續麻
つ う そ

・今井
い ま い

（兼平
かねひら

）神社續麻
つ う そ

社
しゃ

・兼平社
かねひらしゃ

長野県松本市 安政６年（１８５９）・天保４年（１８３３） 

松本平南西の今井地区にある木曽
き そ

義
よし

仲
なか

に

従った今井
い ま い

兼平
かねひら

を祀る社と續麻社を合祀し

た神社の社殿。一間社流造
いっけんしゃながれづくり

の形式で優れ

た技量を遺憾なく発揮した彫刻で飾る。重

要文化財田村堂などを始めとする、この地

域に存続する特異で洗練された彫刻を施す

社殿の好例。 

（写真は手前が續麻社、奥が兼平社） 
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提供：大分市教育委員会 

④ 太平洋を望む鰹節製造の燻
いぶ

しと黴付
か び つ

けの小屋 

088 かつおの天ぱく作業場 三重県志摩市 昭和２６年 

 太平洋を望む大王崎
だいおうざき

に所在し、かつては波
な

切
きり

漁港で水揚げした鰹を直ちに加工し、現在も鰹

節製造をおこなう作業小屋。瓦葺き屋根、

竪板壁
たていたかべ

の燻し小屋と黴付け小屋を一体で建て、

主屋との間の作業場に大屋根を架ける。焙
ばい

乾
かん

窯
がま

等と共に鰹節製造の伝統的な工程を示す。 

⑤ 日本遺産「葛城
かつらぎ

修験
しゅげん

」を守り伝える行所
ぎょうしょ

の庫裏
く り

 

096 堀越 癪
しゃく

観音庫裏 和歌山県かつらぎ町 江戸末期 

和泉と高野山を往来する七
なな

越
こし

峠近くに所在

する葛城修験行所の一つで、本堂西隣に位置す

る庫裏。茅葺き屋根、 竈
かまど

を置く土間、

六間取鍵座敷
むつまどりかぎざしき

として縁を回す農家風の庫裏。オ

ダチ組の小屋など古式を示す。修験の歴史的景

観を伝える。 

⑥ 建築家磯崎
いそざき

新
あらた

の初期代表作

134 旧大分県立大分図書館（アートプラザ） 大分県大分市 昭和４１年

建築家磯崎新が設計した初期代表作で、郷

里大分市の中心市街地に建つ日本建築学会賞

受賞作。コンクリート打ち放しの巨大なペア

ウォールと中空
ちゅうくう

梁が陰影織り成す外部と、ス

キップフロアを多用した空間構成は巧みで独

創的。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課電話：03-5253-4111（代表） 

課  長 山下 信一郎

課長補佐 時枝 正和 

登録部門 黒坂 貴裕、清永 洋平、須藤 洋行（内線 2797） 

審議会係 森 幸一郎、内田 奈緒（内線 3160） 
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

基
準

種
別

基
準

1
旧
増
川
営
林
署
庁
舎
（
展
示
館
し
ょ
う

わ
）

青
森
県
青
森
市
S
1
2
／
同
3
7
頃
増
築
・
H
2
0
移
築
か
つ
て
津
軽
海
峡
に
面
し
て
建
っ
て
い
た
営
林
署
の
洋
風
庁
舎
。
下
見
板
張
り
壁
に
縦
長
窓
を
並
べ
、
漆

喰
仕
上
げ
の
妻
壁
（
つ
ま
か
べ
）
に
は
半
円
ア
ー
チ
形
窓
を
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
の
縁
取
り
で
飾
る
。
現
在
は

八
甲
田
山
を
望
ん
で
展
示
館
と
し
て
活
用
す
る
。

2
官
公
庁
舎

建
築
物

2
旧
松
岡
家
住
宅
主
屋

E
後
期
／
H
1
2
・
R
2
改
修

1
住
宅

建
築
物

3
旧
松
岡
家
住
宅
前
蔵

M
2
0
／
S
中
期
改
修

1
住
宅

建
築
物

4
旧
松
岡
家
住
宅
後
の
蔵

M
3
2
／
S
中
期
改
修

1
住
宅

建
築
物

5
旧
松
岡
家
住
宅
馬
屋

S
7
／
S
中
期
改
修

1
産
業
1
次

建
築
物

6
旧
松
岡
家
住
宅
作
業
小
屋
及
び
牛

舎

M
4
1
／
S
中
期
増
築

1
産
業
1
次

建
築
物

7
近
岡
家
住
宅
主
屋

山
形
県
最
上
郡

金
山
町

E
末
期
／
S
初
期
・
同
4
5
改
修

市
街
地
か
ら
北
西
に
所
在
す
る
農
家
の
主
屋
。
大
規
模
な
中
門
（
ち
ゅ
う
も
ん
）
造
り
の
建
物
で
元
は
茅
葺

き
。
昭
和
中
期
に
中
門
に
二
階
座
敷
、
座
敷
側
に
式
台
玄
関
を
設
け
、
広
縁
の
正
面
側
を
窓
と
す
る
な
ど

発
展
さ
せ
る
。
正
面
に
消
雪
池
を
設
け
る
雪
国
ら
し
い
構
え
。

1
住
宅

建
築
物

8
松
田
家
住
宅
主
屋

M
4
3
／
S
2
5
改
修

1
住
宅

建
築
物

9
松
田
家
住
宅
土
蔵

M
2
4

1
住
宅

建
築
物

1
0
松
田
家
住
宅
表
門
及
び
板
塀

S
前
期

1
住
宅

工
作
物

1
1
富
田
家
住
宅
主
屋

茨
城
県
笠
間
市
M
前
期

石
材
産
地
に
所
在
す
る
大
型
農
家
建
築
。
広
大
な
土
間
と
広
間
、
庭
に
面
す
る
続
き
間
座
敷
を
有
す
る
。

座
敷
は
笠
間
藩
ゆ
か
り
の
建
物
と
伝
わ
り
、
藩
主
家
紋
の
釘
隠
し
や
精
緻
な
筬
欄
間
を
配
し
、
格
式
有
る

書
院
座
敷
と
す
る
。

1
住
宅

建
築
物

1
2
田
島
新
一
家
住
宅
主
屋

群
馬
県
伊
勢
崎

市
文
久
元
（
1
8
6
1
）
頃
／
M
5
頃
増

築
・
同
中
期
・
T
後
期
改
修

史
跡
田
島
弥
平
旧
宅
の
近
隣
に
建
つ
総
二
階
建
て
の
蚕
種
製
造
民
家
。
越
屋
根
を
三
箇
所
設
け
て
、
二

階
を
蚕
室
と
す
る
い
わ
ゆ
る
三
ツ
櫓
の
建
物
で
、
総
櫓
が
成
立
す
る
以
前
の
貴
重
な
遺
構
。

2
住
宅

建
築
物

1
3
旧
公
正
會
舘

千
葉
県
銚
子
市
T
1
5
／
S
後
期
改
修

ヤ
マ
サ
醤
油
の
十
代
濱
口
儀
兵
衛
が
設
立
し
た
社
会
教
育
事
業
を
目
的
と
す
る
公
正
會
の
会
館
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
洋
風
建
築
。
正
面
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
意
識
し
た
垂
直
性
を
強
調
す
る
意
匠
で
、
二

階
は
講
堂
で
当
時
の
映
写
室
を
残
す
。

2
学
校

建
築
物

1
4
安
藤
家
住
宅
主
屋

E
末
期
／
S
６
０
頃
改
修

2
住
宅

建
築
物

1
5
安
藤
家
住
宅
土
蔵

E
末
期

1
住
宅

建
築
物

1
6
安
藤
家
住
宅
稲
荷
社

S
初
期
頃

1
住
宅

建
築
物

山
形
県
長
井
市

福
島
県
伊
達
郡

国
見
町

長
井
盆
地
の
田
園
地
帯
に
所
在
す
る
農
家
の
屋
敷
。
主
屋
は
寄
棟
造
り
茅
葺
き
で
、
正
面
中
央
に
切
妻

造
り
の
破
風
を
付
す
。
前
蔵
は
元
は
茅
葺
き
で
、
籾
（
も
み
）
を
収
め
る
穀
櫃
（
こ
く
び
つ
）
を
備
え
、
屋
敷
の

表
構
え
と
な
る
。
後
の
蔵
は
、
北
側
は
土
間
で
作
業
場
と
し
、
南
側
は
二
階
建
て
の
板
敷
き
で
米
蔵
と
し

た
。
馬
屋
は
主
屋
の
土
間
に
接
続
し
、
馬
房
を
二
つ
配
し
て
柱
に
マ
セ
棒
穴
を
残
す
。
作
業
小
屋
及
び
牛

舎
は
主
屋
の
表
側
に
離
れ
て
位
置
し
、
牛
舎
は
東
面
に
明
か
り
取
り
と
換
気
の
窓
を
並
べ
、
柱
に
マ
セ
棒

穴
を
残
す
。
屋
敷
林
に
囲
ま
れ
て
水
田
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
屋
敷
構
え
で
、
稲
作
農
家
の
歴
史
的
景
観
を
伝

え
る
。

奥
州
街
道
貝
田
宿
の
明
治
大
火
後
に
建
っ
た
大
型
養
蚕
民
家
。
軒
裏
を
漆
喰
塗
籠
（
ぬ
り
ご
め
）
に
し

て
、
雨
戸
や
戸
袋
を
鉄
板
張
り
に
し
て
厳
重
に
防
火
に
備
え
る
。
土
蔵
は
大
火
を
乗
り
越
え
、
家
財
を
収
め

た
蔵
で
、
当
地
の
石
蔵
普
及
前
の
貴
重
な
遺
構
。
表
門
は
切
妻
造
り
瓦
葺
き
の
門
で
、
板
塀
を
連
ね
て
街

道
沿
い
の
歴
史
的
景
観
を
形
成
す
る
。
現
在
、
伝
統
芸
能
の
発
表
会
等
に
活
用
す
る
。

千
葉
県
袖
ケ
浦

市
市
街
地
か
ら
北
東
の
旧
代
宿
村
に
あ
る
農
家
。
寄
棟
造
り
の
主
屋
は
元
は
茅
葺
き
で
、
軒
を
出
し
桁
造
り
と

す
る
。
内
部
は
土
間
と
二
列
五
室
か
ら
な
り
、
十
五
畳
の
チ
ャ
ノ
マ
に
押
板
と
仏
壇
を
備
え
、
上
手
は
続
き

間
座
敷
と
す
る
。
正
面
二
箇
所
に
式
台
を
付
す
の
は
こ
の
地
方
の
上
層
農
家
の
特
徴
。
土
蔵
は
主
屋
の

南
東
に
あ
る
家
財
蔵
。
稲
荷
社
は
主
屋
裏
手
に
建
つ
一
間
社
流
造
の
祠
。
銅
板
葺
き
屋
根
で
棟
は
成
の

高
い
箱
棟
風
と
し
た
独
特
な
造
り
。
上
総
地
方
の
典
型
的
な
農
家
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

基
準

種
別

基
準

1
7
旧
莇
（
あ
ざ
み
）
家
住
宅
店
舗
兼
主

屋

千
葉
県
印
旛
郡

酒
々
井
町

M
中
期
／
同
4
0
増
築
・
S
2
8
改

修
・
H
3
0
移
築

佐
倉
街
道
酒
々
井
（
し
す
い
）
宿
に
所
在
す
る
醤
油
や
茶
を
扱
っ
た
商
家
。
重
厚
な
土
蔵
造
り
で
、
一
階

正
面
格
子
戸
で
内
部
は
土
間
と
ミ
セ
、
二
階
正
面
は
手
摺
り
付
の
開
口
と
し
て
内
部
は
床
構
え
付
き
の
広

い
座
敷
と
す
る
。
賑
わ
っ
た
街
道
の
歴
史
的
景
観
を
伝
え
る
豪
壮
な
店
舗
。

1
産
業
3
次

建
築
物

1
8
亀
井
家
住
宅
主
屋

東
京
都
世
田
谷

区
S
5

住
宅
街
に
所
在
す
る
洋
館
付
二
階
建
和
風
住
宅
。
玄
関
を
東
面
道
路
に
向
け
、
玄
関
脇
に
洋
館
、
東
西

中
廊
下
の
平
面
と
す
る
。
中
央
続
き
間
座
敷
東
西
の
階
段
は
動
線
を
公
私
に
分
け
、
各
所
に
覗
き
窓
を
配

し
、
要
人
の
応
接
に
備
え
る
。

2
住
宅

建
築
物

1
9
岡
田
日
帰
上
人
記
念
講
堂

東
京
都
杉
並
区
S
1
2
／
同
1
5
・
同
後
期
・
H
1
2
改

修
堀
之
内
妙
法
寺
西
方
に
あ
る
立
正
高
等
女
学
校
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
講
堂
。
全
体
に
装
飾
排
し
て
時

代
相
を
示
す
が
、
車
寄
せ
廻
り
は
八
角
窓
や
フ
ァ
ン
ラ
イ
ト
で
荘
厳
す
る
。
講
堂
の
客
席
は
緩
傾
斜
で
、
2

階
席
平
面
は
円
弧
を
描
く
。

2
学
校

建
築
物

2
0
旧
板
垣
家
住
宅
主
屋

東
京
都
足
立
区
S
1
3
／
H
1
7
・
R
2
改
修

千
住
宿
の
日
光
・
水
戸
街
道
分
岐
に
位
置
す
る
洋
館
付
二
階
建
て
和
風
住
宅
。
入
母
屋
造
り
の
玄
関
脇

に
設
け
た
洋
館
は
、
切
妻
造
り
フ
ラ
ン
ス
瓦
葺
き
で
台
形
出
窓
が
瀟
洒
。
街
道
沿
い
の
伝
統
的
景
観
を
形

成
し
、
現
在
、
料
理
店
と
し
て
活
用
。

2
住
宅

建
築
物

2
1
旧
赤
星
鉄
馬
邸

東
京
都
武
蔵
野

市
S
9

A
・
レ
ー
モ
ン
ド
が
設
計
し
た
実
業
家
の
邸
宅
。
屈
曲
し
た
東
西
に
長
い
平
面
で
、
外
観
は
水
平
連
続
窓
と

す
る
。
キ
ャ
ノ
ピ
ー
を
差
し
出
し
た
玄
関
に
は
ス
リ
ッ
ト
を
入
れ
た
曲
面
壁
の
階
段
室
を
構
え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
形
の
可
能
性
を
追
求
し
た
。

2
住
宅

建
築
物

2
2
旧
佐
橋
家
住
宅
主
屋

S
1
1
／
同
3
7
移
築
・
同
６
０
改
修

2
住
宅

建
築
物

2
3
旧
佐
橋
家
住
宅
門

S
1
1
／
同
3
7
移
築

1
住
宅

工
作
物

2
4
本
覚
寺
本
堂

T
1
2

2
宗
教

建
築
物

2
5
本
覚
寺
客
殿

S
5

1
宗
教

建
築
物

2
6
本
覚
寺
庫
裏

S
前
期

1
宗
教

建
築
物

2
7
本
覚
寺
分
骨
堂

S
5

1
宗
教

建
築
物

2
8
本
覚
寺
鐘
楼

S
6

1
宗
教

工
作
物

2
9
本
覚
寺
手
水
舎

S
前
期

1
宗
教

工
作
物

3
0
本
覚
寺
楼
門

安
政
2
(1
8
5
5
)／
M
9
移
築
・
H
2
5

改
修

1
宗
教

建
築
物

3
1
本
覚
寺
大
門

S
前
期

1
宗
教

工
作
物

東
京
都
調
布
市

数
寄
者
（
す
き
し
ゃ
）
が
自
ら
設
計
し
た
茶
室
付
き
の
和
風
住
宅
。
玄
関
か
ら
仏
間
、
茶
の
間
、
寄
付
の
三

方
に
動
線
を
分
け
て
平
面
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
舟
底
天
井
茶
室
な
ど
、
平
面
と
空
間
構
成
に
創
意
工
夫
が

あ
る
。
表
門
は
甲
州
街
道
に
開
く
侘
び
た
外
露
地
門
で
、
背
後
に
主
屋
の
茶
室
へ
飛
石
を
延
ば
す
。
敷
地

全
体
で
数
寄
者
の
理
想
を
表
現
す
る
。

神
奈
川
県
鎌
倉

市
若
宮
大
路
の
東
に
位
置
す
る
日
蓮
宗
寺
院
。
本
堂
は
桁
行
七
間
、
梁
間
七
間
、
正
面
に
軒
唐
破
風
の
向

拝
を
付
す
。
小
屋
組
は
ト
ラ
ス
組
と
し
て
軽
量
化
を
図
る
。
棟
梁
は
十
代
伊
藤
平
左
衛
門
が
務
め
、
建
立

（
こ
ん
り
ゅ
う
）
直
後
の
関
東
大
震
災
を
乗
り
越
え
た
。
客
殿
は
本
堂
東
正
面
の
南
側
に
並
び
、
入
母
屋
造
り

の
式
台
玄
関
を
付
し
、
銅
板
葺
き
の
庇
を
三
方
に
巡
ら
す
。
内
部
は
1
0
畳
の
座
敷
を
三
室
並
べ
、
本
堂
側

を
上
座
敷
と
し
て
床
構
え
を
設
け
る
。
庫
裏
は
切
妻
造
り
桟
瓦
葺
き
の
東
西
棟
で
、
入
母
屋
造
り
の
玄
関
を

付
す
。
内
部
は
四
室
を
田
の
字
に
配
し
、
南
西
間
を
床
構
え
付
き
座
敷
と
す
る
。
本
堂
北
の
分
骨
堂
は
日

蓮
上
人
の
分
骨
を
納
め
る
廟
堂
で
、
方
一
間
の
身
舎
に
裳
階
を
付
す
。
鐘
楼
は
本
堂
の
北
東
、
石
積
基

壇
上
に
建
ち
、
干
支
の
透
彫
欄
間
等
、
装
飾
豊
富
な
鐘
楼
。
手
水
舎
は
本
堂
の
東
に
あ
り
、
欄
間
を
龍
や

鳳
凰
の
彫
刻
で
飾
る
等
、
小
規
模
な
が
ら
質
の
高
い
彫
刻
で
華
や
か
に
飾
る
。
楼
門
は
、
伽
藍
東
辺
の
夷

堂
橋
（
え
び
す
ど
う
ば
し
）
西
詰
に
あ
る
門
。
下
層
両
脇
間
に
金
剛
力
士
像
を
安
置
し
、
上
層
は
一
室
の
板

敷
、
鏡
天
井
と
す
る
。
大
門
は
伽
藍
北
辺
の
小
路
に
開
く
高
麗
門
で
門
扉
を
省
略
す
る
。
装
飾
施
し
た
二

段
の
絵
様
肘
木
や
板
蟇
股
等
の
木
柄
太
く
、
寺
院
の
風
格
を
示
す
。
昭
和
の
造
営
は
本
堂
の
副
棟
梁
堀

田
太
吉
に
よ
る
も
の
で
、
関
東
大
震
災
後
の
伽
藍
復
興
の
様
相
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
鎌
倉
の
歴
史
的
風

致
を
形
成
す
る
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

基
準

種
別

基
準

3
2
小
田
原
宿
な
り
わ
い
交
流
館
（
旧
角

吉
（
か
ど
き
ち
）
店
舗
）

神
奈
川
県
小
田

原
市

S
7
／
H
1
3
改
修

小
田
原
宿
中
心
部
に
あ
る
漁
網
店
（
ぎ
ょ
も
う
て
ん
）
の
二
階
建
て
店
舗
で
、
出
し
桁
造
り
、
二
階
の
出
格

子
、
下
見
板
張
り
外
観
が
特
徴
的
。
一
階
は
土
間
と
1
5
畳
の
ミ
セ
、
二
階
は
漁
具
の
作
業
場
と
し
た
。
水
産

業
の
歴
史
的
景
観
を
伝
え
る
。
現
在
、
観
光
拠
点
と
し
て
活
用
。

1
産
業
3
次

建
築
物

3
3
旧
本
多
家
住
宅
主
屋

神
奈
川
県
逗
子

市
S
1
3

逗
子
駅
近
く
の
山
裾
に
あ
る
洋
風
住
宅
。
久
米
権
九
郎
の
設
計
で
、
束
ね
式
の
小
柱
と
横
架
材
を
用
い
た

久
米
式
耐
震
木
骨
構
造
と
す
る
。
そ
の
外
側
を
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
と
し
て
、
開
口
部
廻
り
に
擬
石
（
ぎ
せ
き
）

を
あ
し
ら
い
、
バ
ル
コ
ニ
ー
腰
壁
に
メ
ダ
リ
オ
ン
を
飾
る
。

3
住
宅

建
築
物

3
4
旧
足
立
家
別
邸
主
屋

神
奈
川
県
三
浦

郡
葉
山
町

S
8
／
R
2
改
修

葉
山
町
西
部
の
山
裾
に
位
置
す
る
実
業
家
の
別
邸
で
、
設
計
は
佐
藤
功
一
。
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
と
ガ
ラ

ス
窓
を
多
用
し
た
外
観
が
特
徴
。
内
装
材
に
は
王
子
製
紙
製
繊
維
板
の
ト
マ
テ
ッ
ク
ス
を
多
用
す
る
貴
重

な
住
宅
。

2
住
宅

建
築
物

3
5
小
鍛
冶
屋
（
こ
か
じ
や
）
（
旧
高
島
家

住
宅
）
主
屋

新
潟
県
新
潟
市
E
末
期
／
M
中
期
・
T
前
期
改
修

岩
室
温
泉
郷
の
北
端
に
位
置
す
る
元
は
板
葺
き
の
町
家
型
住
宅
。
正
面
側
の
玄
関
土
間
は
数
寄
屋
（
す

き
や
）
風
で
、
奥
座
敷
は
吹
抜
で
高
窓
を
設
け
る
。
街
道
と
の
間
に
前
栽
（
せ
ん
ざ
い
）
を
置
く
旧
家
の
表
構

え
が
歴
史
的
景
観
を
形
成
。
現
在
、
料
理
店
と
し
て
活
用
。

1
住
宅

建
築
物

3
6
習
静
菴
（
し
ゅ
う
せ
い
あ
ん
）
茶
室

T
後
期
／
H
1
3
・
同
1
9
移
築

2
住
宅

建
築
物

3
7
習
静
菴
（
旧
三
星
屋
）
土
蔵

M
前
期
／
H
1
9
移
築

2
住
宅

建
築
物

3
8
旧
藤
田
家
住
宅
（
い
た
く
ら
亭
）
主
屋

T
1
2
／
S
６
３
・
H
１
３
改
修

1
住
宅

建
築
物

3
9
旧
藤
田
家
住
宅
（
い
た
く
ら
亭
）
土
蔵

S
元
／
H
１
５
改
修

1
住
宅

建
築
物

4
0
高
野
醤
油
味
噌
醸
造
店
店
舗
兼
主

屋

新
潟
県
上
越
市
S
7
／
同
３
０
代
増
築

1
産
業
2
次

建
築
物

4
1
高
野
醤
油
味
噌
醸
造
店
土
蔵
及
び

作
業
場

新
潟
県
上
越
市
M
3
9
／
S
７
頃
増
築

1
産
業
2
次

建
築
物

4
2
旧
酢
屋
呉
服
店
店
舗
兼
主
屋

M
4
1
／
S
前
期
改
修

1
産
業
3
次

建
築
物

4
3
旧
酢
屋
（
す
や
）
呉
服
店
土
蔵

M
4

1
産
業
3
次

建
築
物

4
4
旧
早
川
タ
ン
ス
店
（
越
後
高
田
樂
市

樂
座
）
店
舗

新
潟
県
上
越
市
S
2
2

城
下
町
高
田
の
材
木
屋
が
集
ま
っ
た
通
り
に
あ
る
箪
笥
店
。
軒
を
出
し
桁
造
り
、
一
階
に
雁
木
が
付
く
。
内

部
は
前
土
間
と
ミ
セ
を
設
け
、
二
階
表
側
は
広
い
加
工
場
、
箪
笥
の
荷
揚
げ
口
を
備
え
、
歴
史
的
景
観
を

伝
え
る
箪
笥
店
。
現
在
、
地
域
交
流
拠
点
と
し
て
活
用
。

1
産
業
2
次

建
築
物

4
5
旧
石
川
県
繊
維
会
館

石
川
県
金
沢
市
S
2
7
／
同
5
9
改
修

金
沢
城
北
西
の
市
街
地
に
あ
る
繊
維
協
会
の
会
館
で
、
設
計
は
谷
口
吉
郎
。
タ
イ
ル
貼
り
白
壁
、
細
い
柱

形
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
和
風
建
築
を
軽
快
に
昇
華
す
る
。
階
段
廻
り
の
亀
甲
石
貼
や
折

鶴
形
蛍
光
灯
な
ど
金
沢
に
相
応
し
い
。
現
在
、
教
育
施
設
と
し
て
活
用
。

2
産
業
3
次

建
築
物

新
潟
県
上
越
市

雁
木
が
連
な
る
高
田
市
街
の
醸
造
店
。
店
舗
兼
主
屋
は
東
正
面
一
階
に
ガ
ラ
ス
障
子
を
建
込
む
。
内
部

は
前
土
間
か
ら
奥
へ
通
り
土
間
と
し
、
北
を
吹
抜
け
の
茶
の
間
、
南
を
作
業
室
と
す
る
。
土
蔵
の
蔵
前
に
は

ナ
ガ
シ
バ
を
置
く
。
土
蔵
及
び
作
業
場
は
、
醸
造
店
主
屋
の
背
後
に
接
続
す
る
内
蔵
形
式
の
家
財
蔵
。
鞘

を
掛
け
、
奥
は
窯
場
や
ム
ロ
な
ど
醸
造
用
作
業
場
と
す
る
。
雪
国
の
伝
統
的
な
醸
造
業
の
様
子
を
示
す
。

新
潟
県
上
越
市

習
静
菴
は
市
内
安
達
家
に
あ
っ
た
切
妻
造
の
茶
室
で
、
平
三
畳
向
切
茶
室
と
四
畳
半
待
合
を
壁
を
挟
ん

で
並
べ
、
躙
り
口
側
の
土
庇
で
繋
ぐ
。
土
庇
と
土
間
飛
石
は
雁
木
（
が
ん
ぎ
）
を
思
わ
せ
る
構
成
。
土
蔵
は

市
内
千
谷
川
（
ち
や
が
わ
）
の
星
野
家
に
あ
っ
た
も
の
で
、
全
体
に
材
が
太
く
、
積
雪
に
備
え
た
雪
国
の
土

蔵
。
現
在
、
公
園
施
設
と
し
て
活
用
。

新
潟
県
小
千
谷

市

旧
板
倉
町
中
心
部
に
所
在
す
る
医
家
の
住
宅
で
、
診
療
も
行
っ
た
。
主
屋
は
関
田
山
地
（
せ
き
た
さ
ん
ち
）

を
望
む
天
井
の
高
い
二
階
建
て
座
敷
棟
と
、
床
構
え
付
き
待
合
を
配
し
た
入
母
屋
造
り
医
院
玄
関
棟
か
ら

な
る
和
風
医
院
。
土
蔵
は
主
屋
の
北
に
渡
り
廊
下
で
接
続
し
、
全
体
を
鞘
で
覆
う
。
中
央
に
太
い
柱
を
立

て
た
雪
国
の
土
蔵
の
典
型
。
現
在
、
料
理
店
と
し
て
活
用
。

直
江
津
の
中
町
通
り
に
あ
る
呉
服
店
。
店
舗
兼
住
宅
は
正
側
面
の
入
母
屋
造
り
、
軒
は
出
し
桁
造
り
、
霧

除
庇
（
き
り
よ
け
び
さ
し
）
の
豪
壮
な
外
観
を
通
り
に
見
せ
る
。
正
面
雁
木
（
が
ん
ぎ
）
や
、
内
蔵
が
面
す
る
吹

抜
け
の
茶
の
間
は
雪
国
ら
し
い
構
成
。
二
階
二
十
畳
座
敷
で
は
客
を
招
い
て
祇
園
祭
を
手
摺
り
越
し
に
観

覧
し
た
。
土
蔵
は
覆
屋
を
架
け
た
内
蔵
形
式
で
、
店
舗
に
向
け
た
掛
子
塗
り
の
扉
口
は
太
い
鳥
居
枠
で
飾

り
、
商
品
の
出
し
入
れ
に
用
い
た
。
現
在
、
工
務
店
事
務
所
と
し
て
活
用
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

基
準

種
別

基
準

4
6
高
家
住
宅
主
屋

M
中
期

1
住
宅

建
築
物

4
7
高
家
住
宅
土
蔵

M
中
期

1
住
宅

建
築
物

4
8
吉
田
家
住
宅
（
旧
東
小
林
家
住
宅
）

主
屋

M
前
期
／
S
４
改
修

1
住
宅

建
築
物

4
9
吉
田
家
住
宅
（
旧
東
小
林
家
住
宅
）

座
敷
棟

E
末
期
／
S
1
0
増
築

1
住
宅

建
築
物

5
0
山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等
学
校
講
堂

グ
リ
ン
バ
ン
ク
・
チ
ャ
ペ
ル

山
梨
県
甲
府
市
S
2
4
／
同
4
0
頃
・
H
1
7
改
修

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
チ
ャ
ペ
ル
で
設
計
は
塩
川
旭
。
1
階
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
煉
瓦
貼
り
、
2
・
3
階
の

講
堂
は
木
造
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
、
屋
根
は
切
妻
造
り
Ｔ
字
形
ス
レ
ー
ト
葺
き
。
講
堂
上
部
は
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・

ト
ラ
ス
の
合
掌
材
を
勾
配
天
井
に
巧
み
に
隠
し
、
洗
練
さ
れ
た
吹
抜
け
と
す
る
。

2
学
校

建
築
物

5
1
下
今
井
諏
訪
神
社
諏
訪
社

寛
延
3
(1
7
5
0
)／
S
1
3
改
修

3
宗
教

建
築
物

5
2
下
今
井
諏
訪
神
社
八
幡
社

寛
政
2
(1
7
9
0
)／
T
4
移
築
・
S
1
3

改
修

3
宗
教

建
築
物

5
3
下
今
井
諏
訪
神
社
八
坂
社

嘉
永
4
(1
8
5
1
)／
T
4
移
築
・
S
1
3

改
修

3
宗
教

建
築
物

5
4
下
今
井
諏
訪
神
社
神
楽
殿

万
延
元
(1
8
6
0
)／
M
1
6
改
修

1
宗
教

建
築
物

5
5
續
麻
（
つ
う
そ
）
・
今
井
（
兼
平
）
神
社

續
麻
社

安
政
6
(1
8
5
9
)／
S
1
0
改
修
・
同
2
2

移
築

3
宗
教

建
築
物

5
6
續
麻
・
今
井
（
兼
平
）
神
社
兼
平
社

天
保
4
(1
8
3
3
)／
S
3
5
改
修

3
宗
教

建
築
物

5
7
續
麻
・
今
井
（
兼
平
）
神
社
神
明
社

安
永
9
(1
7
8
0
)／
天
保
1
2
（
1
8
4
1
）

改
修
・
T
4
・
S
2
2
移
築

1
宗
教

建
築
物

5
8
續
麻
・
今
井
（
兼
平
）
神
社
神
楽
殿

嘉
永
6
(1
8
5
3
)／
S
2
2
移
築

1
宗
教

建
築
物

石
川
県
小
松
市

日
用
杉
（
ひ
よ
う
す
ぎ
）
で
知
ら
れ
る
集
落
の
林
業
家
の
屋
敷
。
主
屋
は
加
賀
地
方
妻
入
り
民
家
の
典
型

で
、
広
大
な
広
間
と
仏
間
を
有
し
、
各
室
の
軸
部
や
建
具
は
漆
塗
仕
上
げ
。
柱
に
日
用
杉
を
多
用
す
る
。

土
蔵
は
主
屋
の
西
に
並
び
、
西
側
の
米
倉
と
東
側
の
漬
物
蔵
か
ら
な
り
、
二
棟
一
体
で
桟
瓦
葺
屋
根
を
架

け
た
長
大
な
土
蔵
。
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
旧
家
の
豪
壮
な
民
家
。

福
井
県
越
前
市

越
前
和
紙
産
地
の
岩
本
町
に
あ
る
紙
商
い
の
在
郷
商
家
。
主
屋
の
外
観
は
町
家
風
で
、
間
取
り
は
越
前

地
方
農
家
の
定
型
に
近
い
造
り
。
座
敷
棟
は
主
屋
の
奥
に
接
続
す
る
平
屋
建
で
、
式
台
か
ら
仏
間
を
抜
け

て
座
敷
に
至
る
。
座
敷
は
長
押
を
廻
さ
ず
、
簡
素
な
が
ら
も
柱
や
天
井
を
漆
塗
で
仕
上
げ
た
華
や
か
な
座

敷
棟
。
和
紙
で
栄
え
た
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
住
宅
。

長
野
県
松
本
市

長
野
県
松
本
市

下
今
井
の
水
田
と
社
叢
に
囲
ま
れ
た
氏
神
社
殿
。
諏
訪
社
は
、
一
間
社
流
（
な
が
れ
）
造
り
で
元
こ
け
ら
葺

き
、
緩
い
曲
り
の
海
老
虹
梁
（
え
び
こ
う
り
ょ
う
）
や
絵
様
（
え
よ
う
）
等
は
時
代
相
を
示
し
、
水
引
虹
梁
（
み
ず

ひ
き
こ
う
り
ょ
う
）
上
の
、
波
に
兎
の
透
か
し
彫
り
欄
間
（
ら
ん
ま
）
と
諏
訪
の
神
紋
入
蟇
股
（
か
え
る
ま
た
）
は

洗
練
さ
れ
た
意
匠
。
八
幡
社
は
、
諏
訪
社
の
北
側
に
並
ぶ
相
殿
（
あ
い
で
ん
）
で
、
南
耕
地
集
落
か
ら
移
築

し
た
も
の
。
一
間
社
流
造
、
強
い
曲
り
の
海
老
虹
梁
や
装
飾
性
の
増
し
た
絵
様
等
、
諏
訪
社
と
異
な
る
時

代
相
を
示
す
。
八
坂
社
は
、
諏
訪
社
の
南
に
並
ぶ
相
殿
で
、
北
耕
地
集
落
か
ら
移
築
し
た
も
の
。
一
間
社

流
造
り
、
内
部
は
外
陣
を
広
く
と
る
。
向
拝
（
こ
う
は
い
）
欄
間
に
立
体
的
な
丸
彫
り
の
龍
を
配
し
、
身
舎
（
も

や
）
頭
貫
（
か
し
ら
ぬ
き
）
等
の
横
に
潰
れ
た
渦
の
絵
様
は
諏
訪
社
・
八
幡
社
と
は
異
な
る
時
代
相
。
神
楽

殿
は
、
鳥
居
と
拝
殿
の
中
間
に
位
置
し
、
軒
は
出
桁
造
り
で
支
え
、
元
は
茅
葺
き
。
正
面
に
龍
の
鏝
絵
（
こ

て
え
）
欄
間
と
虹
梁
を
掲
げ
、
四
方
吹
放
ち
、
腕
木
で
高
欄
付
縁
を
廻
ら
す
。
床
下
に
残
る
炉
は
祭
事
用

で
、
水
管
理
の
会
合
も
行
っ
た
と
伝
わ
る
。
こ
の
地
域
に
存
続
す
る
特
異
で
洗
練
さ
れ
た
彫
刻
を
施
す
社

殿
の
好
例
。

上
今
井
の
鎮
守
の
森
に
所
在
す
る
社
殿
。
續
麻
社
は
産
土
神
を
祀
る
本
殿
で
、
兼
平
社
の
北
に
並
ぶ
。

一
間
社
流
造
、
曲
り
の
強
い
海
老
虹
梁
で
向
拝
を
付
し
、
正
面
建
具
は
青
海
波
（
せ
い
が
い
は
）
の
格
子

戸
を
建
て
、
向
拝
水
引
虹
梁
や
手
挟
等
を
彫
刻
で
華
や
か
に
飾
る
。
兼
平
社
は
氏
神
を
祀
る
本
殿
で
、
木

曽
義
仲
に
従
っ
た
今
井
兼
平
を
祀
る
。
一
間
社
流
造
り
、
正
面
に
唐
破
風
、
千
鳥
破
風
を
重
ね
る
。
向
拝

柱
筋
と
菖
蒲
桁
（
し
ょ
う
ぶ
げ
た
）
筋
に
各
々
精
緻
な
彫
刻
を
施
し
た
手
挟
み
を
付
し
、
虹
梁
欄
間
の
龍
彫

刻
等
全
体
に
華
や
か
に
飾
る
。
神
明
社
は
兼
平
社
の
南
に
合
祀
し
た
社
殿
で
、
一
間
社
見
世
棚
造
り
、
正

面
格
子
戸
で
、
内
部
は
内
外
陣
に
分
け
て
宮
殿
（
く
う
で
ん
）
を
安
置
す
る
。
素
木
（
し
ら
き
）
造
り
で
簡
明
な

社
殿
。
神
楽
殿
は
、
切
妻
造
り
平
入
り
桟
瓦
葺
き
で
、
元
は
茅
葺
き
。
内
部
は
一
室
の
板
敷
き
で
天
井
を
張

ら
ず
小
屋
を
現
し
、
本
殿
前
の
祭
礼
空
間
と
な
る
。
こ
の
地
域
に
存
続
す
る
特
異
で
洗
練
さ
れ
た
彫
刻
を

施
す
社
殿
の
好
例
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

基
準

種
別

基
準

5
9
旧
小
穴
家
住
宅
主
屋

T
後
期
／
S
3
0
代
・
同
4
0
代
改
修

1
住
宅

建
築
物

6
0
旧
小
穴
家
住
宅
書
庫

T
後
期
／
S
3
5
頃
移
築

1
住
宅

建
築
物

6
1
旧
小
穴
家
住
宅
離
れ

S
1
1
／
同
6
2
改
修

1
住
宅

建
築
物

6
2
黒
川
堰
追
平
隧
道

長
野
県
松
本
市
M
3
4
頃
／
T
4
・
S
1
2
改
修

梓
川
（
あ
ず
さ
が
わ
）
右
岸
に
あ
る
農
業
用
水
路
の
隧
道
で
、
下
流
の
河
岸
段
丘
上
を
灌
漑
（
か
ん
が
い
）

す
る
。
開
削
当
初
は
素
掘
り
で
、
大
正
期
に
切
石
積
ア
ー
チ
構
造
と
し
た
。
側
壁
は
現
場
の
岩
を
利
用
し
、

ア
ー
チ
部
は
梓
川
の
花
崗
岩
等
を
利
用
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
普
及
以
前
の
隧
道
と
し
て
貴
重
。

1
産
業
1
次

土
木

6
3
旧
料
亭
信
濃
離
れ
菊
の
間

T
前
期
／
S
中
期
増
築

3
産
業
3
次

建
築
物

6
4
旧
料
亭
信
濃
離
れ
桐
の
間

T
前
期

3
産
業
3
次

建
築
物

6
5
山
崎
長
兵
衛
商
店
旧
店
舗
（
荒
町
Ｔ

ｈ
ｅ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
）

長
野
県
小
諸
市
T
1
5
／
S
3
0
代
移
築

小
諸
城
下
に
所
在
す
る
商
家
の
洋
風
店
舗
。
二
階
建
て
、
石
造
風
の
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
フ
ァ
サ
ー
ド
を
立

ち
上
げ
る
。
一
階
南
半
を
商
品
置
場
、
北
半
を
土
間
と
ミ
セ
、
二
階
は
大
き
な
続
き
間
座
敷
と
す
る
。
街
道

沿
い
の
歴
史
的
景
観
を
形
成
す
る
。
現
在
、
商
業
施
設
と
し
て
活
用
。

1
産
業
3
次

建
築
物

6
6
栗
林
家
住
宅
（
創
舎
わ
ち
が
い
）
店

舗

T
後
期
／
H
1
7
改
修

1
産
業
3
次

建
築
物

6
7
栗
林
家
住
宅
（
創
舎
わ
ち
が
い
）
主

屋

E
末
期
／
M
前
期
改
修

1
住
宅

建
築
物

6
8
栗
林
家
住
宅
（
創
舎
わ
ち
が
い
）
門

及
び
塀

M
前
期

1
住
宅

工
作
物

6
9
鶴
樓
（
か
く
ろ
う
）
（
福
井
家
別
荘
主

屋
）

長
野
県
北
佐
久

郡
軽
井
沢
町

S
1
6

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
設
計
の
木
造
二
階
建
別
荘
。
下
見
板
張
り
と
暖
炉
の
石
積
が
目
を
引
く
。
一
階

の
居
間
と
食
堂
は
衝
立
（
つ
い
た
て
）
で
、
二
階
は
続
き
間
座
敷
と
し
て
、
各
階
緩
や
か
に
二
室
に
区
切

り
、
大
き
な
出
窓
を
開
け
眺
望
を
誇
る
。
洋
室
の
用
材
吟
味
し
、
数
寄
屋
の
佇
ま
い
を
呈
す
る
。

2
住
宅

建
築
物

7
0
旧
小
野
郵
便
局
局
舎

長
野
県
上
伊
那

郡
辰
野
町

S
7
／
同
2
3
増
築

伊
那
街
道
小
野
宿
に
所
在
す
る
近
代
の
郵
便
局
舎
。
下
見
板
張
り
の
平
屋
建
て
で
、
内
部
は
表
側
を
窓

口
事
務
室
と
し
、
奥
は
中
廊
下
の
両
脇
に
部
屋
を
並
べ
、
う
ち
一
室
は
床
構
え
付
座
敷
と
す
る
。
営
業
時

の
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
残
り
、
宿
場
の
近
代
化
を
伝
え
る
貴
重
な
局
舎
。

1
官
公
庁
舎

建
築
物

7
1
喜
多
屋
新
井
家
住
宅
主
屋

E
後
期
／
S
1
0
代
・
同
2
9
・
同
5
0
改

修
1

住
宅

建
築
物

7
2
旧
喜
多
屋
新
井
家
住
宅
東
蔵

E
後
期
／
天
保
1
4
(1
8
4
3
)増
築

1
住
宅

建
築
物

長
野
県
松
本
市

松
本
城
北
側
の
住
宅
地
に
所
在
す
る
近
代
住
宅
。
主
屋
は
平
屋
建
て
、
切
妻
造
り
桟
瓦
葺
き
、
棟
中
央

両
面
に
切
妻
破
風
を
設
け
、
浴
室
気
抜
き
と
す
る
。
内
部
は
西
面
の
玄
関
ポ
ー
チ
か
ら
中
廊
下
を
通
す
平

面
で
、
外
観
含
め
て
大
正
の
息
吹
を
示
す
。
書
庫
は
、
主
屋
の
東
に
接
続
す
る
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
の

2
階
建
て
倉
庫
で
、
窓
に
鉄
扉
を
吊
る
。
離
れ
は
主
屋
の
南
東
に
あ
る
下
見
板
張
り
の
平
屋
建
て
。
内
部

は
畳
敷
き
の
二
室
で
、
折
上
げ
天
井
を
漆
喰
仕
上
げ
、
木
枠
縁
取
り
と
し
て
、
洋
風
に
ま
と
め
た
丁
寧
な
造

り
。
城
下
の
近
代
住
宅
地
の
変
遷
を
伝
え
る
上
質
な
住
宅
。

上
諏
訪
駅
南
の
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
繁
華
街
に
所
在
す
る
料
亭
の
離
れ
で
、
入
母
屋
造
り
桟
瓦

葺
き
の
平
屋
建
て
二
棟
。
菊
の
間
は
、
床
構
え
や
書
院
、
窓
廻
り
や
天
井
に
多
様
な
竹
を
散
り
嵌
め
、
細

部
ま
で
技
巧
を
凝
ら
す
。
桐
の
間
は
、
座
敷
の
畳
床
と
両
床
脇
の
構
成
は
近
代
ら
し
く
、
銘
木
や
竹
を
ふ
ん

だ
ん
に
用
い
、
内
外
に
渡
り
技
巧
を
凝
ら
す
。
煎
茶
（
せ
ん
ち
ゃ
）
趣
味
が
溢
れ
る
上
質
な
数
寄
屋
風
の
離

れ
。

長
野
県
大
町
市

大
町
中
心
市
街
地
の
通
り
に
面
す
る
町
方
庄
屋
の
店
舗
と
住
宅
。
店
舗
は
切
妻
造
り
平
入
り
の
町
家
で
、

正
面
に
格
子
戸
を
建
て
、
南
側
を
通
り
土
間
、
北
側
を
表
か
ら
前
土
間
、
ミ
セ
、
オ
エ
、
カ
ッ
テ
を
並
べ
る
。

二
階
に
は
床
構
え
付
座
敷
を
設
け
る
。
主
屋
は
、
通
り
か
ら
門
、
庭
を
介
し
て
位
置
し
、
南
側
の
店
舗
側
面

後
方
と
接
続
す
る
。
庭
に
面
し
て
床
構
え
付
続
き
間
座
敷
、
背
面
側
に
家
人
用
座
敷
を
並
べ
る
。
門
及
び

塀
は
、
店
舗
の
北
に
連
な
る
薬
医
門
（
や
く
い
も
ん
）
と
板
塀
で
、
門
は
装
飾
は
殆
ど
無
い
が
、
格
式
有
る

構
え
で
通
り
に
開
い
て
主
屋
へ
導
く
。
町
の
要
職
を
務
め
た
旧
家
の
佇
ま
い
を
伝
え
る
。
現
在
、
料
理
店
と

し
て
活
用
。

長
野
県
上
伊
那

郡
宮
田
村

伊
那
街
道
宮
田
宿
に
所
在
す
る
荷
問
屋
や
醤
油
醸
造
等
を
手
掛
け
た
旧
家
の
町
家
で
、
主
屋
と
醸
造
用

土
蔵
を
一
体
と
し
て
屋
根
を
架
け
る
。
主
屋
は
切
妻
造
り
平
入
り
で
二
階
に
真
壁
造
の
貫
を
見
せ
る
。
北
側

醸
造
蔵
の
周
囲
を
土
間
、
南
側
を
床
上
と
し
、
南
西
に
仏
間
と
床
構
え
付
き
座
敷
を
配
す
。
軒
が
低
く
間

口
長
大
。
東
蔵
は
主
屋
背
面
側
に
位
置
し
、
穀
蔵
・
衣
装
蔵
・
道
具
蔵
を
兼
ね
た
大
き
な
土
蔵
に
、
文
庫

蔵
と
通
路
を
南
北
に
並
べ
て
一
体
で
桟
瓦
葺
き
屋
根
を
架
け
る
。
外
壁
は
漆
喰
仕
上
で
腰
は
海
鼠
壁
（
な

ま
こ
か
べ
）
と
す
る
。
宿
場
の
歴
史
と
往
時
の
町
並
み
を
今
日
に
伝
え
る
。

長
野
県
諏
訪
市
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.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

基
準

種
別

基
準

7
3
旧
井
桁
屋
新
井
家
住
宅
（
タ
カ
ノ
株

式
会
社
）
文
庫
蔵

E
末
期

1
住
宅

建
築
物

7
4
旧
井
桁
屋
新
井
家
住
宅
（
タ
カ
ノ
株

式
会
社
）
新
蔵

M
3
1
／
H
1
4
改
修

1
住
宅

建
築
物

7
5
正
木
屋
山
浦
家
住
宅
南
蔵

長
野
県
上
伊
那

郡
宮
田
村

慶
応
4
(1
8
6
8
)／
S
3
0
代
改
修

伊
那
街
道
宮
田
宿
に
所
在
す
る
造
り
酒
屋
の
二
階
建
て
土
蔵
。
街
道
側
が
米
蔵
、
奥
側
が
座
敷
蔵
で
、

切
妻
造
り
桟
瓦
葺
き
屋
根
を
一
体
で
架
け
、
腰
は
海
鼠
壁
と
す
る
。
座
敷
蔵
は
数
寄
屋
風
の
床
構
え
を
設

け
、
周
囲
の
建
具
を
板
絵
で
飾
る
。
宿
場
の
華
や
か
な
文
化
を
伝
え
る
土
蔵
。

1
住
宅

建
築
物

7
6
真
龍
寺
本
堂

M
1
4
頃
／
T
9
・
R
2
改
修

2
宗
教

建
築
物

7
7
真
龍
寺
玄
関
及
び
茶
室

T
後
期

2
宗
教

建
築
物

7
8
真
龍
寺
鐘
楼

M
3
1

1
宗
教

工
作
物

7
9
真
龍
寺
山
門

S
2
3

1
宗
教

工
作
物

8
0
旧
テ
ー
テ
ン
ス
熱
海
別
邸
（
稲
村
ハ

ウ
ス
）
主
屋

静
岡
県
熱
海
市
S
1
7
頃

伊
豆
の
海
沿
い
崖
上
に
建
つ
木
造
平
屋
建
て
下
見
板
張
り
の
別
荘
。
設
計
は
前
川
國
男
建
築
設
計
事

務
所
。
居
間
の
海
側
は
天
井
ま
で
全
面
ガ
ラ
ス
戸
と
し
、
磨
き
丸
太
の
独
立
柱
と
一
体
化
し
た
戸
棚
等
に

モ
ダ
ニ
ズ
ム
表
現
の
特
徴
を
示
す
。
現
在
、
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
。

2
住
宅

建
築
物

8
1
旧
伊
東
合
資
会
社
主
屋

E
末
期
／
M
中
期
・
T
2
増
築

2
住
宅

建
築
物

8
2
旧
伊
東
合
資
会
社
新
座
敷

M
中
期

2
住
宅

建
築
物

8
3
旧
伊
東
合
資
会
社
本
土
蔵

E
末
期

1
住
宅

建
築
物

8
4
杉
浦
家
住
宅
主
屋

E
末
期
／
T
1
0
頃
・
S
6
1
改
修

2
住
宅

建
築
物

8
5
杉
浦
家
住
宅
書
院

M
中
期

2
住
宅

建
築
物

8
6
於
茂
千
也
函
（
お
も
ち
ゃ
ば
こ
）
（
伊

藤
家
住
宅
土
蔵
）

三
重
県
四
日
市

市
E
末
期
／
M
前
期
・
S
前
期
改
修

旧
富
田
町
に
所
在
す
る
、
土
蔵
を
改
造
し
て
郷
土
玩
具
を
収
納
・
展
示
す
る
建
物
。
切
妻
造
り
桟
瓦
葺
き
、

腰
は
海
鼠
壁
で
、
東
半
を
収
納
の
た
め
の
土
間
、
西
半
を
床
上
2
室
と
し
、
展
示
の
た
め
の
数
寄
屋
風
天

井
の
次
の
間
、
書
院
付
き
の
奥
座
敷
と
す
る
。
趣
味
人
の
数
寄
屋
風
座
敷
蔵
。

2
産
業
2
次

建
築
物

愛
知
県
半
田
市

衣
浦
湾
（
き
ぬ
う
ら
わ
ん
）
沿
い
の
街
道
に
面
し
て
醸
造
業
を
営
む
庄
屋
格
の
旧
家
。
主
屋
は
切
妻
造
り
平

入
の
長
大
な
町
家
で
、
内
部
は
東
に
重
厚
な
梁
組
を
見
せ
る
土
間
、
西
に
田
の
字
型
平
面
の
居
室
、
さ
ら

に
西
へ
端
正
で
格
式
を
伝
え
る
続
き
間
座
敷
を
連
ね
る
。
書
院
は
主
屋
の
西
に
渡
り
廊
下
で
繋
ぐ
離
れ

で
、
寄
棟
造
り
桟
瓦
葺
き
、
四
周
銅
板
葺
き
の
庇
を
付
し
、
三
間
続
き
の
間
取
り
と
す
る
。
華
美
を
避
け
洗

練
さ
れ
た
意
匠
の
数
寄
屋
風
建
築
。
本
土
蔵
は
敷
地
西
辺
の
水
路
沿
い
に
建
つ
家
財
蔵
で
、
東
正
面
は

腰
を
海
鼠
壁
、
水
路
沿
い
に
下
見
板
張
を
見
せ
て
屋
敷
構
え
を
構
成
す
る
。
主
屋
の
間
取
り
等
は
当
地

域
の
定
型
で
、
当
家
は
特
に
豪
壮
な
屋
敷
構
え
と
す
る
。

愛
知
県
西
尾
市

一
色
町
中
心
部
の
江
戸
期
に
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
旧
家
で
、
近
代
に
醸
造
業
を
手
掛
け
た
。
主
屋
は

切
妻
造
り
平
入
り
の
長
大
な
町
家
で
、
内
部
は
東
に
太
い
梁
組
を
見
せ
る
土
間
、
西
に
六
間
取
り
平
面
の

居
室
と
す
る
。
無
目
の
差
鴨
居
や
改
修
痕
に
古
め
か
し
さ
が
あ
り
、
仏
間
に
上
段
を
附
属
す
る
な
ど
格
式
を

備
え
る
。
書
院
は
主
屋
の
西
側
に
接
続
し
て
建
つ
接
客
用
の
座
敷
棟
。
床
柱
に
杉
磨
き
丸
太
を
用
い
、
四

周
に
内
法
長
押
を
廻
し
て
室
境
に
板
欄
間
を
嵌
め
る
な
ど
、
主
屋
の
仏
間
と
異
な
っ
た
近
代
和
風
の
趣
を

見
せ
る
。
当
家
の
間
取
り
等
は
当
地
域
の
定
型
で
、
主
屋
は
古
様
が
入
り
混
じ
る
。

伊
那
街
道
宮
田
宿
に
所
在
す
る
旅
籠
や
菜
種
油
商
を
手
掛
け
た
旧
家
の
土
蔵
二
棟
。
文
庫
蔵
は
敷
地

奥
に
位
置
し
、
新
蔵
は
街
道
に
面
し
て
位
置
す
る
。
と
も
に
土
蔵
造
二
階
建
て
、
腰
は
海
鼠
壁
と
し
、
戸
前

と
な
る
下
屋
を
塗
籠
に
す
る
。
文
庫
蔵
の
掛
子
塗
観
音
扉
は
鏝
絵
を
見
せ
、
新
蔵
は
街
道
に
面
し
て
各
階

に
窓
を
設
け
て
掛
子
塗
観
音
扉
を
開
く
。
宿
場
の
歴
史
的
景
観
を
つ
く
る
重
厚
な
土
蔵
。
現
在
、
会
社
倉

庫
と
し
て
活
用
。

岐
阜
県
岐
阜
市

百
々
ヶ
峰
（
ど
ど
が
み
ね
）
を
背
に
境
内
を
構
え
る
浄
土
真
宗
寺
院
。
本
堂
は
正
面
七
間
で
向
拝
を
構
え

る
。
平
面
は
内
外
陣
間
に
矢
来
（
や
ら
い
）
内
、
内
陣
左
右
に
余
間
を
配
す
等
、
真
宗
本
堂
の
典
型
。
長
大

な
虹
梁
で
柱
を
省
略
し
て
外
陣
を
大
空
間
と
し
、
小
組
格
天
井
、
金
箔
押
し
彫
刻
欄
間
で
荘
厳
す
る
。
玄

関
及
び
茶
室
は
、
本
堂
と
庫
裏
を
繋
ぐ
渡
り
廊
下
と
、
そ
の
南
側
の
唐
破
風
玄
関
、
北
側
の
切
妻
造
四
畳

半
茶
室
か
ら
な
る
建
物
。
茶
室
と
廊
下
境
腰
壁
を
無
双
窓
（
む
そ
う
ま
ど
）
と
し
て
来
客
を
知
る
、
機
能
的
な

玄
関
と
接
客
空
間
。
鐘
楼
は
内
転
び
の
礎
盤
付
円
柱
を
虹
梁
等
で
固
め
た
方
一
間
吹
放
ち
で
、
軒
を
二

軒
（
ふ
た
の
き
）
と
し
、
格
天
井
を
張
る
。
山
門
は
境
内
南
正
面
に
開
く
薬
医
門
。
蟇
股
に
精
緻
な
龍
を
彫

り
、
内
部
に
小
組
格
天
井
を
張
る
。
本
堂
か
ら
山
門
ま
で
親
方
弟
子
で
棟
梁
を
務
め
、
地
元
大
工
一
派
の

仕
事
を
伝
え
る
。

長
野
県
上
伊
那

郡
宮
田
村
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

基
準

種
別

基
準

8
7
か
つ
お
の
天
ぱ
く
主
屋

S
2
6

1
住
宅

建
築
物

8
8
か
つ
お
の
天
ぱ
く
作
業
場

S
2
6

1
産
業
2
次

建
築
物

8
9
明
覺
寺
（
め
い
か
く
じ
）
本
堂

M
3
0
頃

1
宗
教

建
築
物

9
0
明
覺
寺
茶
室
杏
梁
庵

T
9
／
S
初
期
移
築

2
宗
教

建
築
物

9
1
明
覺
寺
土
蔵

M
3
0
頃

1
宗
教

建
築
物

9
2
明
覺
寺
山
門

M
3
0
頃

1
宗
教

工
作
物

9
3
帝
国
信
栄
本
社
屋
（
ほ
ん
し
ゃ
お
く
）

兵
庫
県
神
戸
市
S
前
期

三
ノ
宮
駅
北
側
の
市
街
地
に
所
在
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
商
業
ビ
ル
。
交
差
点
に
面
す
る
角
を
正

面
入
口
と
し
、
御
影
石
縁
取
り
と
垂
直
性
を
強
調
し
た
柱
形
で
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
入
れ
る
。
営
業
室
の
柱

に
は
変
形
し
た
イ
オ
ニ
ア
式
柱
頭
飾
を
付
す
。

2
産
業
3
次

建
築
物

9
4
澁
谷
（
し
ぶ
や
）
家
住
宅
主
屋

兵
庫
県
豊
岡
市
弘
化
3
(1
8
4
6
)頃
／
文
久
３
（
１
８
６

３
）
・
M
３
５
・
H
３
改
修

絹
織
物
産
地
の
街
道
沿
い
に
所
在
す
る
旧
家
。
主
屋
は
越
屋
根
と
虫
籠
窓
を
設
け
た
つ
し
二
階
建
て
の

養
蚕
民
家
。
平
面
は
六
間
取
り
で
、
表
座
敷
に
付
書
院
付
き
の
床
構
え
、
ミ
セ
ノ
マ
を
帳
場
と
す
る
。
本
陣

や
郵
便
局
に
供
し
た
地
域
の
中
心
的
な
建
物
。

1
住
宅

建
築
物

9
5
旧
東
山
東
（
ひ
が
し
さ
ん
ど
う
）
農
業

協
同
組
合
事
務
所

和
歌
山
県
和
歌

山
市

S
2
3
／
同
４
０
・
R
３
改
修

田
園
地
帯
の
集
落
に
あ
る
農
業
組
合
事
務
所
。
半
切
妻
造
り
妻
入
り
の
二
階
建
て
、
下
見
板
張
り
で
軒
際

モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
と
し
、
正
面
頂
部
ガ
ラ
リ
と
二
階
の
二
連
窓
が
特
徴
的
。
一
階
は
事
務
室
、
二
階
に
広

間
と
電
話
交
換
室
等
配
し
、
農
村
の
賑
わ
い
を
伝
え
る
。
現
在
、
地
域
交
流
拠
点
と
し
て
活
用
。

1
産
業
1
次

建
築
物

9
6
堀
越
癪
（
し
ゃ
く
）
観
音
庫
裏

和
歌
山
県
伊
都

郡
か
つ
ら
ぎ
町

E
末
期

葛
城
修
験
（
か
つ
ら
ぎ
し
ゅ
げ
ん
）
行
所
（
ぎ
ょ
う
し
ょ
）
の
一
つ
で
、
本
堂
西
隣
に
位
置
す
る
庫
裏
。
入
母
屋

造
り
茅
葺
き
、
西
側
に
竈
を
置
く
土
間
、
東
側
を
六
間
取
り
鍵
座
敷
と
し
て
縁
を
廻
ら
す
農
家
風
の
建
物
。

お
だ
ち
組
の
小
屋
な
ど
古
式
を
示
す
。
日
本
遺
産
「
葛
城
修
験
」
の
構
成
要
素
。

1
宗
教

建
築
物

9
7
旧
堀
田
茶
舗
（
立
石
茶
屋
）
店
舗

E
末
期
／
H
1
9
改
修

1
産
業
3
次

建
築
物

9
8
旧
堀
田
茶
舗
（
立
石
茶
屋
）
座
敷
棟

S
９

1
住
宅

建
築
物

9
9
旧
堀
田
茶
舗
（
立
石
茶
屋
）
土
蔵

E
末
期
／
S
前
期
・
H
2
3
改
修

1
住
宅

建
築
物

三
重
県
志
摩
市

京
都
府
京
都
市

太
平
洋
を
望
む
大
王
崎
(だ
い
お
う
さ
き
)に
所
在
し
、
か
つ
て
は
波
切
(な
き
り
)漁
港
で
水
揚
げ
し
た
鰹
を

直
ち
に
加
工
し
、
現
在
も
鰹
節
製
造
を
お
こ
な
う
住
居
と
作
業
場
。
主
屋
は
瓦
葺
き
の
平
屋
建
て
、
鰹
を
茹

で
る
厨
房
に
、
広
間
と
座
敷
の
二
間
を
並
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
小
間
を
付
す
。
作
業
場
は
瓦
葺
き
二
階
建

て
、
開
放
的
な
燻
し
小
屋
と
閉
鎖
的
な
黴
付
け
小
屋
を
一
体
で
建
て
、
主
屋
と
の
間
の
作
業
場
に
大
屋
根

を
架
け
る
。
焙
乾
窯
(ば
い
か
ん
が
ま
)等
と
共
に
鰹
節
製
造
の
伝
統
的
な
工
程
を
示
す
。

東
本
願
寺
の
西
隣
に
位
置
す
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
。
本
堂
は
入
母
屋
造
り
の
玄
関
を
正
面
に

構
え
る
。
十
二
畳
二
室
の
外
陣
や
余
間
（
よ
ま
）
の
構
成
が
変
則
的
な
平
面
で
、
左
余
間
は
襖
絵
を
建
込

ん
だ
上
段
の
間
と
し
、
小
規
模
だ
が
格
調
高
い
設
え
と
す
る
。
杏
梁
庵
（
き
ょ
う
り
ょ
う
あ
ん
）
は
本
堂
裏
手
に

位
置
す
る
四
畳
半
茶
室
で
、
大
谷
光
瑞
ゆ
か
り
の
茶
室
。
土
蔵
は
二
階
建
て
、
漆
喰
塗
り
腰
板
張
り
で
、

茶
室
の
南
側
に
位
置
し
て
露
地
の
背
景
と
な
る
。
山
門
は
新
町
通
り
に
開
く
薬
医
門
で
、
板
蟇
股
と
懸
魚

（
げ
ぎ
ょ
）
で
飾
る
。
洛
中
の
歴
史
的
景
観
を
形
成
す
る
。

熊
野
街
道
と
深
専
寺
参
道
の
四
ツ
辻
北
東
角
に
あ
る
茶
を
扱
っ
た
商
家
。
店
舗
は
つ
し
二
階
建
て
平
入

の
町
家
。
外
部
は
軒
を
塗
込
め
て
防
火
と
し
、
虫
籠
窓
（
む
し
こ
ま
ど
）
を
設
け
る
。
内
部
は
前
土
間
を
構
え

て
、
通
り
土
間
に
一
列
二
室
を
沿
わ
す
。
座
敷
棟
は
店
舗
の
背
面
に
位
置
す
る
二
階
建
て
住
居
で
、
壁
を

銅
板
張
り
と
し
、
二
階
に
洋
室
を
設
け
る
。
土
蔵
は
内
部
の
風
食
の
程
度
か
ら
、
頻
繁
な
搬
出
入
を
行
っ
た

商
品
蔵
で
、
側
面
を
通
り
に
面
し
て
歴
史
的
景
観
を
構
成
す
る
。
四
ツ
辻
の
往
時
の
賑
わ
い
を
伝
え
る
。

和
歌
山
県
有
田

郡
湯
浅
町
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

基
準

種
別

基
準

1
0
0
天
日
名
鳥
命
神
社
本
殿

T
2

1
宗
教

建
築
物

1
0
1
天
日
名
鳥
命
神
社
幣
拝
殿

T
2

1
宗
教

建
築
物

1
0
2
新
比
惠
（
い
ま
ひ
え
）
家
住
宅
主
屋

島
根
県
益
田
市
T
9
頃
／
S
５
２
改
修

日
本
海
を
背
に
し
た
漁
村
の
旧
家
。
主
屋
は
つ
し
二
階
建
て
、
入
母
屋
造
り
平
入
り
の
大
型
民
家
で
、
外

壁
は
軒
裏
ま
で
塗
込
め
、
漆
喰
と
石
州
瓦
が
鮮
や
か
。
内
部
は
6
室
を
配
し
、
東
側
を
玄
関
土
間
と
し
、
西

側
を
六
間
取
り
と
す
る
。
重
厚
な
構
え
で
浜
沿
い
の
集
落
景
観
を
つ
く
る
。

1
住
宅

建
築
物

1
0
3
戸
田
家
住
宅
主
屋

岡
山
県
新
見
市
天
明
6
(1
7
8
6
)頃
／
T
5
頃
・
S
3
5
・

同
4
3
改
修

中
世
山
城
の
麓
に
長
大
な
石
垣
を
構
え
た
旧
家
。
つ
し
二
階
建
て
、
入
母
屋
造
り
平
入
り
の
主
屋
で
、
二

階
壁
は
海
鼠
壁
に
虫
籠
窓
を
開
け
る
。
内
部
は
土
間
と
六
間
取
り
の
平
面
で
、
庭
に
臨
む
座
敷
は
付
書

院
床
構
え
と
す
る
。
式
台
を
備
え
、
太
い
梁
組
は
庄
屋
ら
し
く
豪
壮
。

1
住
宅

建
築
物

1
0
4
旧
尾
道
市
役
所
百
島
支
所
庁
舎

広
島
県
尾
道
市
S
2
9
／
R
元
改
修

百
島
北
東
の
集
落
に
あ
る
役
場
庁
舎
。
木
造
二
階
建
て
、
半
切
妻
造
り
で
、
縦
長
窓
を
基
調
に
洋
風
と

し
、
正
面
頂
部
ガ
ラ
リ
と
二
階
の
四
連
窓
が
時
代
相
を
示
す
。
二
階
は
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
で
大
広
間
と

し
、
一
階
カ
ウ
ン
タ
ー
付
事
務
室
が
往
時
を
伝
え
る
。
現
在
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活

用
。

1
官
公
庁
舎

建
築
物

1
0
5
三
所
神
社
本
殿

天
保
元
（
1
8
3
0
）

3
宗
教

建
築
物

1
0
6
三
所
神
社
幣
拝
殿

M
3
0

3
宗
教

建
築
物

1
0
7
松
賀
屋
主
屋

T
5

2
住
宅

建
築
物

1
0
8
松
賀
屋
玄
関
棟

M
後
期

1
産
業
2
次

建
築
物

1
0
9
松
賀
屋
土
蔵

M
後
期

1
産
業
2
次

建
築
物

1
1
0
丸
岡
家
住
宅
主
屋

T
後
期
／
S
前
期
・
同
５
２
改
修

1
住
宅

建
築
物

1
1
1
丸
岡
家
住
宅
玄
関
棟

T
後
期

2
住
宅

建
築
物

1
1
2
丸
岡
家
住
宅
居
室
棟

S
1
0

1
住
宅

建
築
物

1
1
3
丸
岡
家
住
宅
土
蔵

M
3
6
／
S
１
２
改
修

1
住
宅

建
築
物

1
1
4
丸
岡
家
住
宅
表
門

T
後
期

2
住
宅

工
作
物

1
1
5
丸
岡
家
住
宅
表
土
塀

T
後
期

1
住
宅

工
作
物

1
1
6
丸
岡
家
住
宅
南
土
塀

M
後
期

1
住
宅

工
作
物

1
1
7
丸
岡
家
住
宅
裏
土
塀

M
後
期

1
住
宅

工
作
物

鳥
取
県
鳥
取
市

鹿
野
城
（
し
か
の
じ
ょ
う
）
と
鳥
取
城
（
と
っ
と
り
じ
ょ
う
）
を
結
ぶ
道
沿
い
の
、
丘
上
に
所
在
す
る
式
内
社
。
本

殿
は
一
間
社
流
造
り
銅
板
葺
き
で
、
床
が
高
く
四
方
に
縁
を
廻
す
。
全
体
に
装
飾
は
抑
制
的
だ
が
、
蟇
股

等
彫
刻
意
匠
に
近
代
的
な
華
や
か
さ
が
あ
る
。
幣
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
妻
入
り
で
、
正
面
に
入
母
屋
造
り

起
り
破
風
の
向
拝
を
設
け
、
懸
魚
を
重
ね
る
。
本
殿
彫
刻
に
比
べ
て
伝
統
的
な
意
匠
。
建
築
時
の
設
計
書

を
備
え
近
代
の
社
殿
造
営
の
様
相
を
伝
え
る
。

塩
飽
本
島
（
し
わ
く
ほ
ん
じ
ま
）
の
生
ノ
浜
浦
（
い
く
の
は
ま
う
ら
）
に
所
在
す
る
神
社
。
本
殿
は
一
間
社
流
造

り
、
板
支
輪
（
い
た
し
り
ん
）
の
彫
刻
、
手
挟
や
木
鼻
の
丸
彫
り
彫
刻
等
、
巧
緻
で
躍
動
感
が
あ
り
塩
飽
大
工

の
力
量
が
示
さ
れ
る
。
幣
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
で
、
正
面
に
千
鳥
破
風
、
唐
破
風
向
拝
を
重
ね
る
。
水
引

虹
梁
、
蟇
股
、
手
挟
（
た
ば
さ
み
）
、
向
拝
の
彫
刻
に
技
量
を
示
す
。
本
殿
は
塩
飽
大
工
の
活
動
盛
期
、
幣

拝
殿
は
活
動
末
期
の
建
築
で
、
塩
飽
大
工
の
歴
史
を
伝
え
る
社
殿
と
し
て
貴
重
。

香
川
県
丸
亀
市

香
川
県
三
豊
市

仁
尾
浜
塩
田
を
開
い
た
商
家
。
主
屋
は
入
母
屋
造
り
本
瓦
葺
き
で
、
通
り
土
間
を
前
後
で
区
切
り
、
床
上

は
階
段
室
を
中
心
に
整
然
と
九
室
並
べ
、
二
階
も
同
様
と
し
た
宏
大
な
座
敷
で
造
作
の
質
高
く
華
や
か
。

東
側
道
路
に
面
す
る
玄
関
棟
は
入
母
屋
造
り
平
入
り
で
、
正
面
に
下
屋
を
設
け
る
。
南
か
ら
土
間
、
取
次
、

茶
室
を
配
す
る
。
正
面
に
出
格
子
を
飾
り
、
つ
し
二
階
は
鼠
漆
喰
塗
で
虫
籠
窓
を
開
き
、
商
家
の
表
構
え

を
整
え
る
。
土
蔵
は
、
玄
関
棟
南
に
続
き
、
銅
板
葺
き
庇
と
持
送
り
を
付
し
た
虫
籠
窓
を
通
り
に
開
く
。
豪
商

の
威
風
を
示
す
近
代
和
風
邸
宅
。

香
川
県
三
豊
市

旧
下
高
瀬
村
中
心
部
で
呉
服
店
や
郵
便
局
を
営
ん
だ
商
家
。
主
屋
は
入
母
屋
造
り
二
階
建
て
の
屋
敷
構

え
の
中
核
で
、
2
階
は
眺
望
が
き
く
座
敷
と
す
る
。
玄
関
棟
は
主
屋
の
表
側
に
位
置
し
、
控
え
の
間
、
玄
関

間
、
書
院
付
八
畳
座
敷
か
ら
成
り
、
全
体
に
数
寄
屋
風
意
匠
で
、
精
緻
な
前
彫
床
柱
が
出
色
。
居
室
棟
は

洋
風
店
舗
の
背
面
に
接
続
し
、
商
家
裏
玄
関
の
役
割
を
果
た
す
実
用
的
な
住
居
で
、
意
匠
は
丁
寧
で
華

美
に
せ
ず
質
実
。
土
蔵
は
敷
地
背
面
側
に
位
置
し
、
漆
喰
塗
り
腰
海
鼠
壁
で
、
繰
形
や
鏝
絵
を
施
す
。
屋

根
裏
は
割
竹
土
居
葺
き
と
す
る
な
ど
内
部
は
素
朴
な
造
り
。
表
門
は
通
り
に
開
く
袖
塀
付
薬
医
門
で
、
軒

先
銅
板
葺
き
、
扇
垂
木
（
お
う
ぎ
だ
る
き
）
木
舞
打
ち
と
し
、
隙
の
な
い
数
寄
屋
風
意
匠
で
、
洋
風
店
舗
と
好

対
照
を
な
す
。
表
土
塀
・
南
土
塀
・
裏
土
塀
は
敷
地
外
郭
を
形
作
る
瓦
葺
き
の
塀
で
、
街
路
景
観
を
形
成

す
る
。
屋
敷
全
体
と
し
て
、
既
登
録
の
洋
風
店
舗
（
旧
丸
岡
呉
服
店
）
と
と
も
に
、
地
域
の
景
観
の
核
と
な

る
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

基
準

種
別

基
準

1
1
8
足
摺
海
底
館

高
知
県
土
佐
清

水
市

S
4
6

竜
串
（
た
つ
く
し
）
海
域
公
園
に
築
か
れ
た
海
中
展
望
塔
。
円
筒
形
塔
部
と
十
字
形
平
面
の
展
望
室
を
、
Ｈ

型
鋼
と
外
殻
板
等
の
全
溶
接
で
一
体
化
し
た
鋼
構
造
物
。
丸
窓
を
多
用
し
、
自
然
美
の
中
で
異
彩
を
放

つ
近
未
来
的
デ
ザ
イ
ン
の
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
施
設
。

2
文
化
福
祉

建
築
物

1
1
9
篠
山
神
社
本
殿

M
1
2
／
S
5
改
修

2
宗
教

建
築
物

1
2
0
篠
山
神
社
拝
殿

M
1
2
／
S
5
改
修

2
宗
教

建
築
物

1
2
1
篠
山
神
社
中
門

M
1
2
／
S
5
頃
改
修

2
宗
教

工
作
物

1
2
2
篠
山
神
社
透
塀

M
1
2
／
S
5
頃
改
修

1
宗
教

工
作
物

1
2
3
若
八
幡
宮
本
殿

寛
政
1
1
(1
7
9
9
)／
S
元
改
修

3
宗
教

建
築
物

1
2
4
若
八
幡
宮
拝
殿

元
治
2
(1
8
6
5
)／
T
１
４
・
H
1
3
改

修
1

宗
教

建
築
物

1
2
5
若
八
幡
宮
幣
殿

T
1
3
／
S
5
3
改
修

1
宗
教

建
築
物

1
2
6
庄
野
家
住
宅
金
蔵
（
か
ね
ぐ
ら
）
（
旧

佐
賀
城
本
丸
御
蔵
（
お
く
ら
）
）

E
末
期
／
M
前
期
・
S
4
5
移
築

2
住
宅

建
築
物

1
2
7
庄
野
家
住
宅
隠
居
所

S
前
期
／
S
4
5
移
築

2
住
宅

建
築
物

1
2
8
脊
振
（
せ
ふ
り
）
小
学
校
石
門

佐
賀
県
神
埼
市
T
3
／
S
3
0
移
築

市
北
部
の
山
間
に
所
在
す
る
小
学
校
の
門
。
お
お
よ
そ
高
さ
4
メ
ー
ト
ル
、
1
メ
ー
ト
ル
角
の
花
崗
岩
江
戸
切

り
仕
上
げ
の
石
柱
2
本
で
、
大
正
天
皇
即
位
記
念
で
村
民
有
志
が
建
設
し
た
。
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
稀

に
見
る
大
き
さ
の
石
門
。

1
学
校

工
作
物

1
2
9
若
城
金
物
店
店
舗
兼
主
屋

E
末
期
／
天
保
１
３
(１
８
４
２
)増

築
・
S
4
2
改
修

1
産
業
3
次

建
築
物

1
3
0
若
城
金
物
店
厨
房

E
末
期

1
産
業
3
次

建
築
物

1
3
1
若
城
金
物
店
納
屋

E
末
期

1
産
業
3
次

建
築
物

1
3
2
若
城
金
物
店
蔵

元
治
元
（
1
8
6
4
)

1
産
業
3
次

建
築
物

佐
賀
県
佐
賀
市

佐
賀
城
南
西
、
国
道
に
南
面
し
た
旧
家
に
所
在
す
る
土
蔵
で
、
佐
賀
城
本
丸
御
蔵
（
お
く
ら
）
を
移
築
し
た

も
の
。
土
蔵
造
り
二
階
建
で
、
一
階
北
面
に
塗
籠
の
下
屋
を
付
す
。
軒
は
曲
線
状
の
揚
塗
り
で
、
腰
高
の

竪
板
張
と
す
る
。
佐
賀
城
の
遺
構
と
し
て
貴
重
。
隠
居
所
は
金
蔵
の
西
に
建
ち
、
入
母
屋
造
で
四
周
に
庇

を
廻
ら
す
。
続
き
間
座
敷
の
額
入
障
子
や
欄
間
・
付
書
院
障
子
に
用
い
た
精
緻
な
組
子
が
目
を
引
く
近
代

和
風
の
書
院
。

熊
本
県
宇
城
市

薩
摩
街
道
に
北
面
す
る
商
家
。
店
舗
兼
主
屋
は
、
切
妻
造
り
平
入
り
の
東
西
棟
に
、
切
妻
造
り
妻
入
り
の

南
北
棟
が
接
続
し
た
二
階
建
て
の
間
口
長
大
な
町
家
。
土
間
に
太
い
梁
を
見
せ
、
広
い
続
き
間
座
敷
を

配
し
、
外
壁
は
軒
裏
ま
で
塗
り
込
め
る
重
厚
な
構
え
。
厨
房
は
店
舗
背
面
側
に
あ
り
、
土
間
の
東
に
煉
瓦

竈
、
西
に
井
戸
と
流
し
を
配
す
。
納
屋
は
、
厨
房
南
に
接
続
し
、
北
半
を
味
噌
倉
、
南
半
二
階
建
て
の
一

階
を
開
放
的
な
物
置
、
二
階
を
居
室
と
し
た
。
格
子
や
突
上
窓
（
つ
き
あ
げ
ま
ど
）
を
用
い
る
伝
統
的
な
造

り
。
店
蔵
は
敷
地
東
辺
の
長
大
な
米
蔵
で
、
一
階
は
窓
を
設
け
ず
、
木
材
を
打
ち
付
け
て
壁
を
保
護
し
、

米
収
納
の
様
子
を
示
す
。
戦
前
か
ら
金
物
店
を
営
み
、
街
道
沿
い
の
往
時
の
歴
史
的
景
観
を
伝
え
る
。

福
岡
県
久
留
米

市
久
留
米
城
本
丸
跡
に
所
在
す
る
神
社
で
有
馬
家
藩
主
を
祀
る
。
本
殿
は
三
間
社
入
母
屋
造
り
妻
入
り
で
、

出
組
と
二
軒
繁
垂
木
（
し
げ
だ
る
き
）
で
深
い
軒
を
持
ち
出
す
。
大
屋
根
に
向
拝
を
取
り
込
む
特
異
な
が
ら

も
端
正
か
つ
堂
々
た
る
構
え
の
大
型
本
殿
。
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
平
入
で
、
三
間
幅
の
広
い
向
拝
を
付

け
、
内
部
は
折
上
げ
格
天
井
と
す
る
。
正
面
桟
唐
戸
、
背
面
引
分
戸
の
他
は
全
て
蔀
（
し
と
み
）
を
吊
る
開

放
的
な
大
型
拝
殿
。
本
殿
と
拝
殿
の
間
に
位
置
す
る
中
門
は
、
平
唐
門
で
、
蟇
股
や
懸
魚
に
有
馬
家
家

紋
を
あ
し
ら
い
、
建
物
の
由
緒
を
織
り
込
む
。
中
門
左
右
に
延
び
て
本
殿
を
取
り
囲
む
竪
格
子
の
透
塀

は
、
江
戸
切
り
仕
上
げ
の
石
積
み
、
腰
を
襷
桟
と
す
る
。
大
型
社
殿
を
中
心
と
し
て
近
代
ら
し
い
境
内
を
構

築
す
る
。

福
岡
県
糟
屋
郡

久
山
町

犬
鳴
山
南
西
麓
に
位
置
す
る
産
土
神
の
神
社
。
本
殿
は
三
間
社
流
造
り
で
、
正
面
に
三
間
の
向
拝
を
付

し
、
向
拝
虹
梁
廻
り
、
木
鼻
や
蟇
股
、
妻
飾
り
、
脇
障
子
等
を
華
や
か
な
彫
刻
で
飾
る
。
建
立
年
代
明
確

で
、
彫
刻
優
秀
な
本
殿
。
拝
殿
は
、
切
妻
造
り
妻
入
り
で
正
面
に
一
間
の
向
拝
を
付
す
。
幣
殿
は
、
両
下

造
り
で
組
物
は
大
斗
肘
木
と
し
、
虹
梁
上
に
板
蟇
股
を
載
せ
て
化
粧
棟
木
を
支
持
す
る
。
幣
殿
と
拝
殿
と
も

に
丁
寧
に
装
飾
施
す
。
社
叢
に
囲
ま
れ
、
村
の
歴
史
的
景
観
を
伝
え
る
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

基
準

種
別

基
準

1
3
3
片
岡
家
住
宅
主
屋

熊
本
県
阿
蘇
郡

西
原
村

M
1
3
頃
／
同
３
８
増
築
・
S
３
０
頃

改
修

阿
蘇
外
輪
裾
野
の
農
村
に
所
在
す
る
在
御
家
人
（
ざ
い
ご
け
に
ん
）
の
住
宅
。
四
間
取
り
床
上
部
分
で
元

は
東
に
土
間
が
あ
っ
た
。
南
に
数
寄
屋
意
匠
の
四
畳
半
茶
室
を
付
す
。
座
敷
は
欄
間
を
多
用
し
て
開
放

的
。
旧
家
の
佇
ま
い
を
伝
え
る
。

1
住
宅

建
築
物

1
3
4
旧
大
分
県
立
大
分
図
書
館
（
ア
ー
ト

プ
ラ
ザ
）

大
分
県
大
分
市
S
4
1
／
H
9
改
修

建
築
家
磯
崎
新
の
初
期
代
表
作
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
、
地
下
一
階
の
図
書
館
建
築
。
打
放

し
の
中
空
梁
、
巨
大
な
ペ
ア
ウ
ォ
ー
ル
を
用
い
、
ス
キ
ッ
プ
フ
ロ
ア
を
多
用
し
た
巧
み
な
空
間
構
成
は
独
創

的
で
あ
る
。
現
在
は
、
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
と
し
て
活
用
。

2
文
化
福
祉

建
築
物

1
3
5
服
部
植
物
研
究
所
研
究
・
標
本
棟

宮
崎
県
日
南
市
S
2
9
頃
／
同
4
2
改
修

飫
肥
（
お
び
）
城
下
に
あ
る
世
界
的
に
著
名
な
コ
ケ
専
門
研
究
所
の
敷
地
奥
に
建
つ
木
造
総
二
階
建
て
の

研
究
棟
。
1
・
2
階
を
貫
く
柱
形
で
垂
直
性
を
強
調
し
た
簡
素
な
外
観
。
創
設
時
か
ら
残
る
研
究
施
設
で
、
通

り
沿
い
の
洋
館
と
と
も
に
親
し
ま
れ
た
町
の
景
観
を
構
成
す
る
。

1
文
化
福
祉

建
築
物

1
3
6
山
（
さ
ん
）
小
学
校
校
舎

鹿
児
島
県
大
島

郡
徳
之
島
町

S
3
0
／
同
4
4
増
築

徳
之
島
北
東
部
に
所
在
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
の
校
舎
。
各
階
教
室
を
二
室
並
べ
、
南
側
を

開
放
廊
下
、
西
端
に
階
段
室
を
付
す
。
後
年
更
に
西
側
に
増
築
。
米
国
民
政
府
工
務
交
通
局
の
標
準
設

計
に
共
通
し
、
正
面
の
開
放
廊
下
が
印
象
的
な
校
舎
。

1
学
校

建
築
物

注 建
設
年
代
：
E
は
江
戸
、
M
は
明
治
、
T
は
大
正
、
S
は
昭
和
、
H
は
平
成
、
R
は
令
和
の
略
。

種
別
：
土
木
は
土
木
構
造
物
、
工
作
物
は
そ
の
他
工
作
物
の
略
。

基
準
：
1
は
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
、
2
は
造
形
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
3
は
再
現
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
も
の
。
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